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様式４－５

新しい公共支援事業の成果等報告

（業務を受託した中間支援組織等分）

１．成果等報告

受託業務名 [提案方式導入] 新しい公共推進指針（仮称）策定事業

事業の種別 ☑活動基盤整備支援 □寄附募集支援 □融資円滑化支援 □利子補給 □その他

（複数回答可）

受託者名 特定非営利活動法人みえＮＰＯネットワークセンター

実施期間 平成２３年度：平成２３年１０月１日～平成２４年３月３１日

平成２４年度：平成２４年 ４月１日～平成２５年３月２９日

受託金額 平成２３年度決算額：３，８４９，０００円

平成２４年度決算額：６，１４８，０００円

事業概要 ※概要がわかるように100字～150字程度で簡潔にまとめてください。

１ 地域円卓会議の開催

県内８か所で各３回（のべ２４回）、地域性に富んだ多様なステークホルダーによる、

新しい公共に関する討論を行った。

２ 県レベル円卓会議の開催

地域円卓会議を受けて、新しい公共推進指針策定に向けた多様なステークホルダ

ーによる円卓会議を、予備会議４回、本会議４回行った。

３ ヒント集の作成

１，２の参加者1000人の意見を基に、「指針」ではなく「ヒント集」とすることとなり、本事

業のネットワークを活かし、県内８７件の優れた事例を盛り込んだヒント集を作成した。

受託内容 ※内容とともに、支援のアウトプット（具体的な実施事項、数量、期間等）について記載してください。

全県の指針策定をマルチステークホルダー・プロセスで実施する体制を整備（NPO、自治

会、企業、行政、大学等）するとともに、県内を８地域に分けて、各地域内でマルチステー

クホルダー・プロセスによる地域円卓会議を実施し、その話し合い内容を全県指針作成に

活かしていく。なお、地域円卓会議は３回、県レベルでの円卓会議は４回実施し、事業終

了月には成果を広く県民にＰＲするためフォーラムを開催する。

成果の

達成状況

[成果の達成目標]

■平成２３年度に達成しようとする成果

１ 地域レベルの多様な主体による「新しい公共」の理解促進とネットワークの機運の醸成

２ 全県レベルの多様な主体による「新しい公共」の理解促進とネットワークの機運の醸成

３ ＮＰＯと地縁団体との連携による力強い市民セクター形成への理解の促進

４ 全県的なＮＰＯネットワーク体制づくりの着手と県全域におけるＮＰＯの顕在化

５ 地域の実情と課題を踏まえた、新しい公共推進指針年度末報告

■平成２４年度に達成しようとする成果

１ 地域レベルの多様な主体による「新しい公共」体制の基盤固め

２ 全県レベルの多様な主体による「新しい公共」体制の基盤固め

３ ＮＰＯと地縁団体との連携による力強い市民セクター形成への意思統一
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４ 全県的なＮＰＯネットワーク体制の確立と県全域におけるＮＰＯ の顕在化

５ 地域の実情と課題を踏まえた、実効性ある新しい公共推進指針の作成

［達成状況］

■平成２３年度に達成した成果

１ これまでなかった地域レベルの多様な主体のネットワークの機運が高まった。

２ これまでなかった多様なセクターによる「新しい公共」に関わる意見交換が行われた。

３ ＮＰＯと自治会とが今後の連携を促進させる足がかりができた。

４ ８地域内のＮＰＯ相互の連携の契機となった。

５ 県下８地域の実情に沿った「新しい公共」をめぐる有益な意見が多数得られた。

■平成２４年度に達成した成果

１ 地域円卓会議により、地域レベルの「新しい公共」の基盤ができた。

２ 円卓会議の開催により、全県レベルの「新しい公共」の基盤ができた。

３ ＮＰＯと地縁団体との連携が深まった。

４ 三重県における新しい公共を推進するためのヒント集が完成した。

５ 事例収集を通じて全県的なＮＰＯのネットワークの強化が図れた。

平成２３年度の成果物 平成２４年度の成果物

添付 あり ・ なし

① 新しい公共円卓会議チラシ

（URLhttp://mienponet.org/）

②

（URL ）

添付 あり ・ なし

③ 「夢をかたちにするまちづくり～『新

しい公共』のヒント集～」

④新しい公共円卓会議・新しい公共ヒン

ト集記念フォーラムチラシ

（URLhttp://mienponet.org/）

※成果物がインターネットで公開されている場合は当該ウェブページのURLを記載してください。但し、公開

されている場合であっても現物の提出をお願いします。

※番号は平成23年度から順に記載していただき、適宜増減してください。

※支援の効果、今後の展望等のアウトカムとともに、自己評価を記載してください。

・新しい公共を推進していくために実際に必要なことを、①各主体自身のエンパワ

メント②各主体間の協働③新しい公共全体の枠組みに関わることの３段階に整理

し、県内の事例を使ってヒントを具体化したことは、これまでにない成果である。

・県レベル、各地域レベルで多様な主体のネットワークが生まれ、各地域で独自に

会合をもつ動きも生まれている。（伊賀、四日市など）

・自治会―ＮＰＯ間の相互理解が促進された。（特に四日市）

得られた成果

及び自己評価

評価ラ

ンク

☑Ｓ：特に優れた成果が得られた □Ａ：優れた成果が得られた □Ｂ：一定の成果

が得られた □Ｃ：限定的であるが成果が得られた □Ｄ：成果が得られなかった

（該当する評価に☑を付けてください。） 

２．その他参考となる資料の添付 あり ・ なし

（添付資料がインターネットで公開されている場合は当該ウェブページのURLを記載してください。但し、

公開されている場合であっても現物の提出をお願いします。）

資料名：新聞記事 （URL ）


